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	応用
	抗原情報
	背景
	ストレス活性化プロテインキナーゼ/Junアミノ末端キナーゼであるSAPK/JNKは、紫外線やガンマ線などの様々な環境ストレス、セラミド、炎症性サイトカイン、そして場合によっては成長因子やGPCRアゴニストによって強力かつ優先的に活性化されます。他のMAPKと同様に、コアシグナル伝達ユニットはMAPKKK（典型的にはMEKK1-MEKK4）または混合系統キナーゼ（MLK）のいずれかによって構成され、MLKはMKK4/7をリン酸化して活性化します。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	JNK2 抗体を使用した C6、3T3 溶解物中の JNK2 のウエスタン ブロット分析。
	

	JNK2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

